
熊本スーパーハイスクール(KSH)構想県指定校事業

イノベーションハイスクール 熊本県立人吉高等学校

地元企業、青年会議所、育友会会長、市役所職員

の方にご講話いただき、地域の魅力や課題に気づ

く機会とした。

人高ＢＹＨ構想

～地域と連携した教科横断的な探究活動による、未来の復興を担う人材の育成～

１ 事業の背景と主題の設定理由

人吉高校では地域の魅力を再確認することに始まり、
地域や社会の様々な課題を捉えて解決法を探る「ＢＹＨプ
ログラム」を総合的な探究の時間に実施している。「ＢＹ
Ｈ」とは、“Broaden Your Horizons”の頭文字を取ったも
ので、探究活動を通じて、「境界線を広げ、自分の世界を
広げていく」という意味を持たせている。

人吉球磨地域は令和２年７月の豪雨災害からの復興途上
であるが、地域の将来を担うのはまさに現在の高校在学中
の生徒たちである。今回の事業指定でさらにこのプログラ
ムの深化を図り、改めて地域を知り、自分事として地域の
課題を捉えて探究し、地域のこれからを考える人材の育成
を目的としている。

２ 事業概要

ＢＹＨプログラム（総探）のカリキュ
ラム開発と実践、検証を行う。ＩＣＴ環境
を活用して、教科を超えた探究活動を進め
る。人吉市をはじめ地元自治体や観光、歴
史・文化、地域産業等の関連団体と連携し
て、地域課題解決のための課題発見および
解決法を探るための探究活動を多面的に展
開する。

今年度は、「ＢＹＨプログラム」と「ク
ロスカリキュラム」の２つの取組を進め、
総合的な探究の時間のカリキュラム開発を
軸に本事業を行った。

３ 具体的活動紹介

ＢＹＨプログラム
（地域課題解決に向けた探究活動）

クロスカリキュラム
（教科等横断的な学びの実現）

地域理解プログラム

市役所や青年会議所の方と意見を交わしなが

ら、被災により直面している地域課題の解決

策を提案した。

地域×高校×大学連携

熊本県立大学と共同研究を行い、地域コミュ
ニティーの活性化のための提案を市役所で
行った。

フィールドワーク

熊本地震の被災地や人吉球磨の自然や文化財を直

接自身の目で見て、歩いて、ふるさとの現状につ

いて理解を深めた。

課題発見プログラム

これまで学び考えたこ
とをもとに、地域の課
題解決に向けたアイ
ディアを発表する。

地域連携事業

英語×生物、国語×公民など、ゲストティー
チャー形式でのクロスカリキュラムを実施し、
学習を深めた。


